大型遠心機使用上の注意

あまり気づかれていない、守られていない注意点など。

・大型遠心機は、設定速度で回転するまでに数秒から数分の加速時間があります。

設定速度で安定して回転することを確認するまで、遠心機を離れないでください。

異常音がした際に、すぐに停止ボタンを押せるようにしてください。

異常な回転をしてから、停止する時間が早ければ早いほど、被害が抑えられたり、修費が安くなったりする可能性があります。

そのような異常な回転は、加速時にもっとも起こりやすいです。

（加速中の停止は，実は推奨されていないのですが迷わずやってください）

・大型遠心機内の汚れの主なものは、菌の抽出物と、硫安溶液です。

これらの汚れは、すぐにふき取れば取れますので、そのようにお願いします。

また、遠心機内部が汚れたということは、ローターも汚れているということです。

そちらも洗ってください。Kソフトにつけておいて、スポンジでこするのがいいと思います。

スキャット等アルカリ洗剤は、ローターを痛めそう（根拠なし）。避けるのが無難です。

また、「汚れ」とは言いましたが、漏れる前は貴重なサンプルだったはずです。今一度遠心管のキャップの密閉具合を確認してください。時には長年の使用で不良になった遠心管も出てくるかもしれません。サンプルが漏れることは遠心のバランスが崩れて異常音を発することにも繋がります。

遠心速度と温度制御の関係について、昔、一度、技術者さんに指導されました。

JA-18やJA-20.1などを使用して高速で遠心した際に、設定した温度まで冷却されないことがありました。大型遠心機は、遠心開始後1時間以内に設定した温度に冷却できなかった場合、何らかの問題があると判断してエラーを出します。40000g (16000~20000rpm)で長時間遠心したときに、そのようなエラーの出ることがありました。

しかし最近はなぜかないようです。もしかしたら、夏になったらまた出るかもしれません

設定温度を上げるか，回転速度を落とすかしてエラーを回避してください。

以下、ローター固有の注意

JA-12Dのこと
ダブルロックのJA-12Dは、使わないのが無難です。

2つのロックのうち、外側の六角の星型は、ローターと蓋を固定するためのもので、

中央の丸いのは、蓋と遠心機の軸を固定するためのものです。

蓋を開かず密閉したまま大型遠心機から外すことが可能で、封じ込めレベルの高い

実験室に持ち込んでから蓋を開ける、というような使い方が想定されています。

そういうことなので、2つのロックの開閉順序は、閉じるときには必ず

外側を回して蓋を閉じてから、内側を回して遠心機に固定します。

逆に遠心機から取り出すときには必ず、

内側を外して遠心機から取り出した後に、外側を回して蓋を開けます。

これは、逆に行うと壊れます。

JA-12Dローターを大型遠心機から取り出すときに、蓋を開くほうを回してしまい、

取れなくなることが多いようです。

その際には、一度、蓋を開くほう（外側の星型のロック）を十分に締めて、

それから遠心機と固定している内側の丸いロックを緩めてみてください。

これで解決することがほとんどです。

JA-20.1のこと
そんな人はいないかもしれませんが、JA-20.1で、15mlのチューブを回すことは出来ません。

チューブの底面が丸底ではないからです。

たとえ低速回転で、チューブが破損しなかったとしても、そのような使用法が推奨されていないことを忘れないでください。

15mlチューブを回すことができるのは、JA-12S/Dに白いアダプターを入れたときのみです。

JA-18のこと
ローターが正しく載ったかどうか確認するのが困難です。細心の注意を払ってください。

そのための目印が、ローター側に白で書かれていますが、消えかかっていたら書き直してください。

JA-14のこと
遠心チューブが二種類ありますが、茶色の蓋のほうが、ベックマン純正品です。白い蓋はナルゲンのもので、こちらは最高速で遠心しないほうが無難です。

（．．．純正品のほうも，繰り返しオートクレーブしているので、危ないですが．）

蓋とチューブの取り違えにも注意しましょう

JLA-8.1000のこと
重いです。ローターを載せる際に、手許が狂って遠心機の軸を曲げることのないようにしてください。本来は、ローターの脱着の際には遠心管、それを支えるホルダー（キャニスター）を外して、最も軽い状態で取り扱います。
また、そんな人いないとは思いますが、3LのLB培地を集菌するのに、三点でバランスをあわせてはいけません。必ず、1つのダミー（水を入れた遠心管）を加えて四つにしてから、二つずつ対にしてバランスを取ってください。これは大型遠心機全てについていえることです。

